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図 1‐3 本研究の元となる組織社会化における職業アイデンティティの不適合 〔モデル図〕














































































































































































































































育が確立していった。この教育方法は「ナイチングール方式 (Nightingale e System)」と
呼ばれ、世界各国に広まる。 日本においても、ナイチンゲール方式での教育システムは、
明治初頭、近代看護教育導入期に積極的に取り入れられている。後述することになるが、






























になる。               |
ナイチンゲール以降、20世紀に入り、主にアメリカでV O Henderson(1879～1996)、


















































































1)茂野香おる他 :系統的看護学講座 専門分野I 基礎看護学 〔1〕 看護概論。医学書
院。 2013.P3
2)看護史研究会編 :看護学生のための日本看護史.医学書院。2000。P2
3)F O Nightingale著 湯槙ますほか訳 ;看護覚え書き一看護でること・看護でないこ
と。改訳7版 P14 現代社 2011



















































































































式の看護教育 (■ained Nurse)の一方で、やはり多数の Untrained Nurseが存在し
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府県名 看護婦 速成看護婦 府県名 看護婦 速成看護婦 府県名 昔護婦 速成看護婦
北海道 石川 15 岡山 175
青森 9[福井 25 138広島 38
岩手 33 山梨 3 51山 口 47 1.10〔
宮城 8 121長野 46ξ徳島
秋田 85 岐阜 90 香川 174









栃木 64滋賀 12 197佐賀 52
群馬 122京都 281 長崎 43




東京 1.604 奈良 宮崎 4
神奈川 F口歌山 165 鹿児島 9C
新潟 108 105鳥取 17 194沖縄 14














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2‐4 「社会人」関連の記事 ①
“
事
の 数 発 行 年 月 日 和 暦
記 載
ペ ー ジ
タイ トル 「 ■土`姜
AJO辱長■見 内 容
3 19●74●4′ヨ20日昭 手口424F 1lP 社 会 人 に な つ た 子 と箋員II
高 校 を卒 業 して サ
ラリーー マ ン な った 子
社 会 人 に な つた 子 ども :こ家 計 を
負 担 させ るべ き





歳 で 実 社 会 に 日」た
子 ど も た ち
15歳で 社 会 人 とな つた 養 護 施
設 出 の 人 は「 浮 浪 的 勤 労 少 年 」
と呼
`ま
れ 、職 を 転 々 とす る こ と
が 多 く、帰 る 家 が な く、困 つ て い
る
5 1974年3月17日昭 澤口494= 23P 新 社 会 Aの服 装 Ef画短 大 を卒 業 し、社会 人 とな る
新 しく社 会 人 として ス ター トした
人 た ち の 月風装 に は 若 さと清 潔
感 、き び き び と した 活 動 性 力'必要 で す 力く、職 場 の 環 境 :=適応 し
な 力くら 、 自 分 の 個 性 を 豊 か に 表
現 す る こ と に よ っ て 、新 し い 生 活
力く― 層 楽 しい も の :こな る で し ょう
6
2
1976年6月15日昭 和 514F 3P 社 会 人 が Uター ン 短 大 、大 学 を卒 業して 、会 社 努 め を し
ス=い` 5A
4 学ヽ 校 の 教 員 を め ざ し 、大 学 の
通 信 教 育 を 受 け る 人 が 3つの 大
学 :=殺到 し¬ビい る
昭オロ014= 5P 誇 りあ る・脱 社 会 人
「 脱 社 会 」― ――般 社 会 通 念 に 背 を
向 け て 独 自 の 生 き
ア メ リカ で の 一 般 社 会 :=背を 向
け て 独 自 な 生 き 方 とす る 脱 社 会
人 の F_5題に つ い て
8
12
1070年5月16日昭 千口534F 22P 育 」― 受 講 尋野ヽ殴 ら オし 中 小 コ企 業 の 榎保 長や 幹 部 ク ラ ス 精 神 鍛 錬 の セ ミナ ー で 暴 行
10 19734F7′ヨ6曰 沼 千口53をF lP ヌニア首A言吾 『
天 声 人 語 」内 で の 立 教 大 の 社
会 人 入 学 壱=契機 と して 国 立 大 学で も 社 会 人 入 試 枠 を 広 げ よ う
晰ロオロ53`= 22P
rn3い■きォっtとヽ そヨj[コ
立 大 学 の 冷 た さも浮
き彫 り 反 響 を呼 ん で
い Z5ネ土づ≧AA言式キ
～
高 校 卒 業 後 44暮以
上 経 過 し た も の
12 19734,7月15日田目春口534■ 5P 一 般
~―生 へ 束1,敷ね ら
う ~―歴 社 言曽とメぎ■ 一 三 社 会 に 出 た 人
社 会 人 入 試 枠 :ま大 学 と社 会 と
双 方 に とつて 必 要
13 晰ロホロ53●F 2P か  AII識‐技 術 生 み 立 教 大 学 学 長 の イン タビ ュ ー
14 1●フ3年7′ヨ21日輌目手口534「 10P
II言日=ノ、■
己ヨ 三カ ｀―― 砕
就 寝 午 前 さ ま の 猛 勉
強「 学 問 そ れ て も 楽 し
慶 応 の 大 学 院
15 1978年7′ヨ30日田ロホロ034■ 22P 福 島 大 てヽ 社 会 A:こ 勤 労 学 生






18 1978年9′ヨ27日日目春口534F 3P F■云 人 暴 票  多 様 `じね ら い ヨヨ入
19 田目千口●34F 3P ガ盗′Lナ=「ネ土`姜
AOり「『詢」ヒ′こ,」
高 校 卒 業 後 1年以
上 た ち 、 そ の 間 一
定 の 職 業 :こ従 事
し、ま た 入 学 後 も
職 業 に 従 事 す る も
20 1 日ロオロ54年 14P 岡 LL大:こ綱ヒ会 人 コース
大 学 卒 業 後 、職 業
上 どうして も 、もう
一 度 正 式 な 勉 強 を
21
2
田ロホロ554F 22P る 明 大 政 経 夜 間
22 ロロ千口554F 3P 私 立 大 学 自 書 特 色rSどιj麗巨日嵐
23 1 昭 和 564F lP
社 彙 人 も つ と 国 立 木
:こ 入 試 改 善  講 座 も
24
4
昭 ●r157年 17P 増 え る 社 会 人 大 学 生
25 1982年9月2日 昭 和 57■F 3P
国 立 大 昼 間 部 で 初 の
社 会 人 別 彗馨集 を,台め






上 経 過 した もの
26 1982年9月3日 田目零口57年 22P 英 語 だ け て,AttOK一 旦 4年生 大 学 を卒 業 した もの 名 古 屋
工 業 大 学 で 英 語 だ け で
社 会 人 の 編 入 力く可 育ヒとな る
27 昭 和 57年 14P
我 ら社 会 人 1年生  ル
ン ル ン ヘ トヘ ト バ リ
′｀ :リ シ ヨシヨ
大 卒 社 会 人
単 調 な 生 活 で 、Ell造性 力くな い
毎 日 、長 く:まで き な い サ ラ リー
マ ン 生 活
表 2‐4 「社会人」関連の記事 ②
発 行 年 月 日 和 暦
配 載 タ イ ト ル 「 社 会 人 」の 表 現
内 容
28 Fla Fr158 4「22P 社 会 人 9名が 合 格 名 古 屋
大 学 法 学 部 で 9名の 社
会 人 の 合 格 力 あ｀ つ た
29 闘日示口584「 天 声 人 言吾
名 古 屋 大 学 で の 社 会 人 入 言式を
経 て 、立 教 大 学 で の 社 会 人 入
学 を 言平価 、だ た し 、社 会 人 の 就
30 田ヨホロ584=
り需 国 守=コ贅 。1に会 ´、:=
F■夕去ブヽ  りt雲ヨーー Zて




社 会 人 学 生ュに 就 職 の
カ ベ  立 教 大 1期生 が




:農い 勉 強 をしナ=が、 `多
32 田ヨホロ584=
感 慨 ひ と しお 卒 業 式
23人「 よ くぞ こ=こま で 」年 齢 の 壁 就 職 ま だ
半 数 立 教 大 社 会 人
33 晰ヨ瀾口584「 22P
ネ土づ資フに:こ門 を 広  〔ずる
早 大 大 学 院 の 理 工 学
研 ~―科  来 春 か ら 筆




メぎ学の 道 4●_的責 任 か ら、修 士
博 士 を取 得 して 卒 業 後 :ま同 じ役
所 な り企 業 に 復 412するの が 入
学 の 条 イ牛
34 所ヨfr158=´ 22P
有黄,』毛¬Fブヽ も ネ土会 ノ、角犀
放
53年度 よ りつIIL会人 と帰 国 子 女
:こキ寺男嗜枠 で の 入 試
35 闘口希口534= 「 社 脱 」「 会 社
人 」か ら
夢[σ)「ネ土づ姜ンに」′｀
会 社 の た め の 生 き 劉 会 IIL人
間 」か ら個 人 の 暮 らし、地 域 の
生 き 力 い｀
`こ





社 会 人 ‐帰 国 子 女 特
別 キ孝 来 春 は 16キ交32
学 部  国 公 立 大 二 次 満 23歳以 上
団日希口58手´
IILづ≧ノ、角犀方気OD==フく
マ マ さ ん も `予憔 校 ｀
沼 希口58生
「
21P 寺 島 さん ら合 格  横
沼 ¬口594「 社 ヨ鬼」「 ネ土づヽ フに
~-4L」
f=支援 を
奨 学 金 の 支 給 や 再 就 職 の
配 慮 な ど の 支 援 を
凛ヨrr159全F
社 会 人 ― 二大 学 開 放
日 大 理 コ暉 研 ~―科
名)尾罫か ら 約 40ノに 1年











社 会 人 の 教 員 採 用 を
拡 大 文 部 省 方 針
距 勤 生 豊 か な ネ土会
ノく」
lla rr1594手12■
あ る 受 験 ゼ ミ の 場 合
家 族 の 励 ま し に 燃 え
る  1人だ け で の 勉 強
は 不 安 仲 間 を 得 て
向 学 心 の あ る 主 婦 が ゼ ミに 通
い 、りに肖声合 格 を Fヨ指 す
所ヨ希口59全
「
社 会 人 大 学 生  男 性
伸 U ,ヾデラ=t生が ‐ 体学 歴 の 差 :=らt つ´か り






以 上 経 た 人 で 受 験
芳亀ノ、で は な い こ
と 。有 職 者 の 場 合
は IIt場長 の 推 薦
書 を 有 す る 」(名古
屋 大 学 )。出 願 の
条 件 は 大 学 で 違 う
「 私 た ち は 日 常 生,舌の な か で 培 わ れ
た 社 会 人 と し て の




フ レ ッ シ ュ : 社 会 人
一 声 に 新 入 社 員 入 社 新 入 社 員
48 断a千口60生= 年 齢 と無 関 イ系
社 会 人 学 生 が 強 弓::こゼ ミ に 参
カロして き た とい う投 書 :こ対 し て
の ■■会 人 学 生 か らの 反 論
49 爾ヨrr1604F12P
走 る 魅 力 か ら・卒 業
｀







社 会 人 の 健 全 な 判 断
検 察 官 や 裁 判 官 の 事 実 認 定 は
落 第 で 、む しろ 社 会 人 の 健 全 な
キ:1断能 力 で 寃 罪 は 防 げ る
51 Fla手口604■
適 格 審 ‐研 修 制 を 推
進  採 用 1年後 :こ審
皇呈 ネ土
`ミ
ン｀ 長奎「 月夕明[艮つ き で 免 許
新 た な 学 校 現 場 の 活 性 化 を め
ざ し社 会 人 を積 極 的 に 豊 用 す る
た 0わの 期 限 一 の「 牛寺別 免 言午」制 度 を 作 る
52 田日千口604手
教 師 と:ま 社 会 人 先
生 生 き が い を求 め
40
表 2‐4 「社会人」関連の記事 ③
タ ル
記 事
の 数 発 行 年 月 日 和 暦
記 載
ペ ー ジ タイ トル 『 社 会 人 」の 表 現 内 容
53
6
1986年4月11日昭 和 01年 2P
大 学 の 入 試 資 格 を緩
和 社 会 人 へ 門 戸 拡
大
高 校 卒 業 者 や 18歳以 上 の 大 学
入 学 資 格 検 定 者 に 限 つて い た
大 学 入 学 資 格 に つ い て 、義 務
教 育 しか 受 け て い な い も の も検
討 す る
54 1986年月11日昭 和 61年 lP
社 会 人 を小・中・高 の
先 生 に 特 別 免 許 の
発 行 無 免 許 の 非 常
勤 講 師 集 中 教 職 課
甕 錦 塾
経 験 豊 か な 社 会 人 を開 鎖 的 に
な リカ ち｀ な 学 校 ヘ
55 1980年6月1日 昭 和 61年 13P
い まこそ 尿 歴 科 男
子 の3割で きな い 中




56 1986年7′ヨ9日 昭 和 01年 lP
鷲 芸 人 元 玉 ~登用 ヘ
具 体 策 文 部 省 研 究
会 議 が 中 間 報 告 兼
理雙キЬ4E船4ヨ:R鳳J口gttnユ_
経 験 豊 か で 優 れ た 社 会 人 を先
生 に 積 極 的 に 登 用
57 1986年7月18日昭 和 01年 21P
自 然 保 護 の サ フ レン
ジヤー 学 生 ら社 会 人
が 主 流 に 目 立 つ 定
生 名 ^依ヵ 刑
58 19864F7月22日昭 和 61年 22P
石ム=ニロ町フヽ :工
:ヨEき,蔵
り競 争 」 定 員 確 保 策




1987年3月7日 昭 和 62年 19P
ボ クた ち春 か ら新 社
会 人 か わ い く働 こう
化 粧 室 に 人 気 身 軽
に 勤 め よう な ん で も
レンタリレ お じさん 驚 く
「 妻斤フに萎百猥醸嘔壺 :
60 1987年3月10日昭 和 62年 3P 大 学 院 にもつと社 会人
61 19874F3月17日昭 和 62年 23Pが ん ば り主 婦 に `春
今 ま で 大 学 で 学 ぶ 機 会 の な い
ま ま 家 庭 に 入 つた 主 婦 に「 婚 後
入 学 」を勧 め て い こう
62 1987年3月22日昭 和 62年 28P
心 構 え か ら看 こな しま
で 新 社 会 人 の た め
の 本 処 世 術 盛 りだ く
Jヒ′.
63 1987年4リヨ3日 昭 和 62年 18P
わ ず らわ しい 人 間 関
係 気 楽 にな る努 力 もOL3年生K子さん の
場 合 残 業 も加 わ り
64 1987年4メヨ3日 昭 和 62年 19P
新 社 会 人 の ス トレス
心 身 の き しみ 根 源 を
4●ス■
65 1987年J19日昭 和 62年 14P服 部 26歳廃 業 へ 社・‐・ ■ 月  7ヨE中墓塞
66 198747月10日昭 和 62年 26P社 会 人 の 学 士 入 学 を針 十
67 1987年′ヨ20日昭 和 62年 26P
社 会 人 もOK夜間 主
コー ス 電 通 大 が 来
春 開 校
満 2■歳 に 達 し、社
会 人 として の 経 験
が3年りにLあり、
職 場 の 長 が 推 薦
68 1987■●11月26日昭 和 62年 14P横 浜 市 立 の 大 学 院社 会 人 に門 戸 広 げる
大 専理容業 後3年以
上 た ち 、2年以 上
実 社 会 で 働 い た こ
との あ る社 会 人 一
般 、企 業 、官 公 庁




1988年2月17日昭 和 63年 lP 出 向 先 生 臨 教 審 の 提 言『 社 会 人 の 活 用 」
71
4
1989年2月27日昭 和 65年 3P 大 学 院 の 効 能 社 会 人 再 教 育 目 的 の わ が 国 の社 会 系 国 立 大 学 院
7, 昭 和 66年 lP
73 1989年11月22日昭 和 67年 16P社 会 人 講 師 募 集 に 多霊 f.‐・蘭百ミミ■●^zL人






















































































































































































































































の都道府県 看護学校数 社会人入学のある学校 割合
: 3 3 100.0
鳥取 3 3 100.0
青 森 2 2 100.0
大分 2 2 100.0
福 岡 18 16 88.9
能 木 8 7 87.5
富 山 8 7 87.5
虚児島 12 10 83.3
群 馬 6 5 83.3
兵庫 17 14 82.4
ネ申響讐j: 20 16 80.0
新 濡 10 8 80.0
佐賀 5 4 80.0
福 井 5 4 80.0
宮崎 5 4 80.0
埼 玉 24 18 75.0
愛媛 8 6 75.0
山 梨 4 3 75,0
岡 山 8 72.7
広島 7 5 71.4
滋 賀 10 7 70.0
東者R 13 9 69.2
東京 31 21 67.7
長野 9 6 66.7
島 根 3 2 66.7
長 崎 3 2 66.7
奈 良 7 63.6
大阪 35 22 62.9
山 口 8 5 62.5
茨城 13 8 61.5
愛 知 33 19 57.6
石 jI 7 4 57.1
二 重 12 6 50.0




高 知 4 2 50.0
,中網 5 2 40.0
福 島 13 5 38.5
千葉 18 6 33.3
岩 手 6 2 33.3
静岡 16 5 31.3
岐 阜 7 2 28.6
北海道 32 7 21.9
宮城 5 20.0
山形 6 1 16.7
禾ロロ欠口L 7 1 14.3
薇 島 3 0 0.0











学 79 102 77.5


















市 20 61 32.8













日赤 4 17 23.5
他 1 100.0
社 2 28.6
蒔 1 1 100.0
























会:会社 組:組合 財:財団法人 社団:社団法





















































































































しかし、1965年に初めて、ユネスコ (llNESCO)のポール・ラングラン (Paul Lengrand)


























































































































2)国民衛生の動向・厚生の指標 増刊・第59巻9号 通巻928号 一般財団法人 厚生
労働統計協会 2012年8月31日







































研究参カロ者 :A看護専門学校在籍中の看護学生 1年生 10名(女子9名、男子 1名)。
協力者の個々の年齢、性別、職歴などの基本属性に関しては表 1に示す。
データ収集時期 :平成25年3月XX日









さヽん 3さん さん )さん 三さん 堪ん 3さん 1さん さん jさん
?
? 気性 男性 女性 女性 女性 気性 女性 女性 女性 女性
年齢 Ю歳 10歳 〕5歳 〕8歳 16歳 29歳 19歳 !9歳 18歳 18歳
既婚/未
階 未婚 轟婚 シングルマザー 既婚 未婚
シングルマ























































































































































































根回吐 手    発離
.…‐響 莱
④社会人が捉える社会人でお 自己












































































































































































表4-3 【汚れを中和するストレー ト】インタビュー 内容 (Fさん)
社 =姜
メ、は わ りと 、や つ :ざり 、年 を [重ね て い て 、あ え31捏磨この たLl粂縫観食
も あ つ て 、い い 年 で 、こ ん な しん ど い こ とを しよ うと 思 う人 つ て 、ゆ う
て も 変 わ り者 が 多 い と 思 うん で す よ 、E口象 な ん で す け ど ,1年Lかい
な い で す け ど 、癖 が あ る な つ て 思 うの で 。私 は 逆 に 社 会 人 を 中 和 し
て <れて い る の が 現 役 の 子 だ と思 うん で す よ 。
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表4-4 【汚れを中和するストレー ト】インタビュー 内容 (Fさん)
油 と汚 れ が あ つた ら 、そ の 間 に ミセ ル つて 言 うの を 作 らな い とい け く
な つて 。界 面 活 性 斉1みた い な … 。で 、汚 れ が 社 会 人 … 口。
70































































表4-5 【社会人コミュニテイ】インタビュー 内容 (Fさん)
で も 、あ 、これ もや つて み ようとか 、そ ん な ん も あ る や とか 。この 年 に
な つて 、私 は ま だ 知 れ て ま す け ど 、ま だ30なん で 。な ん か 謙 虚 に な
りに くくな つて くる じやな い で す か 。同 じ会 社 に い ると。そ れ をみ ん な
0スター トで 、一 緒 や ん って 思 え るか ら、ほ お つて 、こん な ん あるん
や な つて 思 え るの が あ りが た い うて 思 わ な あ あ か ん で 、み ん な 、み
た い な 。は つ 〔まつ 〔ま(笑)
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表4-6 【社会人コミュニティ】インタビュー 内容 (Fさん)
な ん か 、ご ま t黒ゴ マ を ま き散 らす よ り、白 ご ま で い た い な 、み た い


















































表4-7 【葛藤】インタビュー 内容 (Iさん)
■8歳の 気 持 ちもわ か るし、大 人 な 対 応 す る社 会 人 の 気 持 ちもわ か
るし、あ あもな つて み た い し、Pさん み た い に 、とことん 、プ ラス 思 考
にもな りいた し。そ つち にも行 きた いん け ど 、こつちの 立 ち位 置 も分
か る か ら 、こ1つち も い  【すな い 、こ二つ ち も い
`ナ
な い 、苦 し ん で い る 、中 途

































表4-8 【ミックスさせる】インタビュー 内容 (Aさん)
あ ―一、時 FH5が取 れ な い 、自 分 も 時 間 が 取 れ な い つ て わ か ′て'い
る
ん で 、こ こま で に は これ を して ほ しい な つて 思 つ て い る ところ もあ る
ん で 、意 見 を い れ な が ら 、計 画 、グ ル す プ の 計 画 を や つて い るとこ























表4-9 【爽快感】インタビュー 内容 (Jさん)
迷 う…Ⅲ、す ご い 迷 い ま す 。な ん か 、
や って み た とす る じやな い で す か 、
は す ご い ん で す け ど … O
そ の 中 か ら 、何 か 自 分 で 考 え て























表4-10 【学びながら、過去を知る】インタビュー 内容 (B君)
悪 い奴 を作 つて ま した 。シ ヨー トニ ングをは つは つ は 。(笑)学び な






















表4-11 【単品がある】インタビュー 内容 (Gさん)
で も 嬉 しか つ た の は 、や つ ぱ リー 回 記 憶 して い た こ とだ つ た ん で 、あ
の 点 数 、や つ ぱ り良 か つ た ん で す (笑)。そ れ が 嬉 しか つ た で す 、な
ん か 。な ん とな く分 か つ て き て 、「 あ 、そ うだ Iこや つ た こ や つ た 1」
み た い な の は 、あ りま した 。で 、心 の 中 で 、「 あ 、で も 良 か つ た O受け

























































表4-12 【社会人とストレー トの入れ子構造】インタビュー内容 (Fさん)
で も 、そ れ を 俯 厳 、い い な つ て 思 え る の も 、年 よ りだ か ら 、だ と思 う
し、で も 、苦 しん で い る よ ね つ て 思 え る の も 、年 よ りだ か ら だ し、ど つ
ち も 絶 対 、こう(手を 組 み 合 わ せ る よ うな ジ 土ス チ ャ ー を 示 して )、絶
対 必 要 や ろ うし。
これまで述べてきた社会人学生という存在について、それは絶対的で確固とした存在で
はなく、ス トレー ト学生と対比しての、社会人学生の能力であつたり、役割であつたり、
定義であつたように思う。ス トレー ト学生にしてもまた然 りである。つまり、社会人学生
とス トレー ト学生は互いが互いを規定しあうというような、ある意味不可分な存在であつ
た。社会人学生とス トレー ト学生の間にはいわば薄皮ぐらいの輪郭しか存在しない。この
































ん 一 、そ うで す ね 。
の 間 を 楽 しめ る 人 、
な ん か 、白 黒 で は な くな くて 、1かOじや な くて 、そ
そ うしう Aが い て くれ る 2=い じ六→な い で す か 。
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表4-14 【特別視すると調和が乱れる】インタビュー内容 (Jさん)
そ うで す よ ね 。た だ 、言 つ ち や た ら 、仲 間 感 が 今 度 な くな る ん じゃ な





















表4-15 【社会人とストレー トの入れ子構造】インタビュー内容 (Iさん)



















10)武森人智代 竹村多加 信里ユリエ他 :社会人経験を持つ学生の看護学校で学習する
ことの意味。中国四国地区国立病院付属看護学校紀要.Vo1 3。2007.P91-103
<参考文献>
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・POAクラントン 入江直子、豊田千代子 三輪健二訳 :おとなの学びを拓く一 自己決
定と意識の変容をめざして。鳳書房.2005
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1)やまだようこ :人生を物語ることの意味 ライフス トー リー の心理学 人生を物語る
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<参考文献>     :
・M,L.トゥーバー 本明寛約訳 :エッシヤーの絵の不思議な世界.別冊サイエンス.
日本経済新聞社。1983
90
謝辞
本研究を修了しtペンを置く前に、指導教官である宮元博章先生に深い感謝の辞を述ベ
たいと思います。2年間という期間にわたり、熱心にご指導頂いたこと、非常に私的なと
ころまで細部にわたりお心を配つて頂き、感謝の念が絶えません。本当にありがとうござ
いました。
入学当初より、宮元先生は、私たち夜間ゼミ生に対して、いろんな教材や資材をご持参
いただきつつ、問題を可視化する試みをサポー トしてくださいました。しかし、安易に私
が問題を同定しようとすると、そのあんちょこな問いを根底から揺るがすような発間を繰
り返され、問いを掴んだと思つて安心したのもつかの間、不安な日々もあつたことは事実
でした。 しかし、今から思えば、そのような揺らぎや寄り道が大事な学びのエッセンスで
あつたことに気付かれます。
論文作成の終盤では、お忙しい時期にもかかわらず、ハーバランドキャンパスまで再三、
足を運んでくださり、ご指導をくださいました。担当教官の先生ではありませんでしたが、
吉國先生が「修論は宮元先生と一緒に創っていくんだな～」とつぶやきに近い声で発せら
れた言葉が、宮元先生のハーバランドキャンパスまで幾度なく足を運んでくださつた道程
と重なり、これがまさにそのことだつたんだと、今しみじみと感 じ入つてます。このよう
にして出来上がった論文にはしっかりと宮元先生の縦糸が入つているように思います。
教育コミュニケーションコースの先生方にも、感謝の気持ちで一杯です。多彩な先生方
の教えが、スパイスとなって、今もつて私の学ぶことを刺激してくれています。
それから、本研究で登場した社会人学生の、皆さまにもお礼を述べたいと思います。貴
重な皆さんの声がなければ、この研究は成立しませんでした。
そして、何よりも、同じ夜間ゼミ生として、机を並べ、共に学んだ同級生の皆さまにお
礼を述べたいです。皆さま方のおかげで、いつでも、学びたいときが学びどきであること
が実体験できました。時間を超えて、一緒に学べる友の素晴らしさを痛感いたしました。
兵庫教育大学で社会人学生として在籍した2年という月日の中で、私は大切なものを失
いました:しかし、失つたからこそ、次の扉が開くことができました。きっと、これも発
達なんだろうと思います。そうして、発達を遂げた私の日前の扉にはこう書かれていまし
た、「学ぶことをあきらめない」と。2年間の兵庫教育大学で学んだことを基盤にして、こ
れからも学ぶことを止めない決心を固めました。
最後に、私のわがままを聞き入れ、もう一度学生になることを許し、支えてくれた家族
に心を込めて、ありがとうと言いたいです。
本当に、皆さまお世話になりました。ありがとうございました。
平成 26年2月20日
堀 智子
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